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富士山の山肌 









平成25年度の実績：静岡県側約13万人、山梨県側約18万人 
                             → 約31万人 





し尿運搬実証実験（山頂・富士宮口九合目） 
平成11年8月19日～30日（５日） 



し尿3,000㍑中に1,487点のゴミ 

（乾燥重量で約６㎏） 
【内 訳】 

タオル、ティッシュ袋、軍手、カイロ、 

生理用品、衣類など 総計636点  



平成10年度・富士宮口八合目 

自己完結型トイレの 

実証試験 

スギチップ式（２基） 

オガクズ式、スギチップ式、水循環式（各１基） 

オガクズ式（２基）、水循環式（１基） 







2002年(平成14年)1月24日（木） 

毎日新聞より 

富士山トイレ研究会の最終報告書を 

静岡県知事に提出 



富士山トイレ整備状況 

山梨県
富士宮口 御殿場口 須走口 吉田口

～13 0 0 0 1

14 0 0 3 3

15 5 4 1 2

16 2 0 4 5

17 1 1 3 4

18 0 0 0 3

合計 8 5 11 18

年 度
静岡県（２４箇所）



富士山トイレ整備状況 

整備トイレタイプ（静岡県） 合計

バイオ式オガクズ 11

浄化循環式（かき殻） 7

焼却式 2

バイオ式オガクズ＋焼却式 3

バイオ式オガクズ＋土壌循環式 1

合　　　　計 24



バイオ式（オガクズ）タイプ 



バイオ式（オガクズ）タイプ 



水浄化循環式（かき殻）タイプ 



水浄化循環式（かき殻）タイプ 



燃焼式トイレ 



燃焼式トイレ 



土壌循環式トイレ 



土壌循環式トイレ 



自然エネルギーの活用 



平成11年 

平成18年 

山頂の公衆トイレ 
（環境省） 



山頂の公衆トイレ 
（環境省） 







トイレ利用者へのマナー啓発 
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「世界遺産」とは 

１９７２年にユネスコで採択された国際条約 

「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」 

 ２０１３年１１月現在１９０カ国が締結 

 （日本は１９９２年 １２５番目） 

 この条約に基づき 

「世界の貴重な文化、自然遺産を登録し、 
  保護・保全することにより、 
  人類共通の財産を後世に継承する。」 



世界遺産として登録されるには 

世界 

世界遺産にふさわしい、すばらしい価値をもっている 
  

「顕著な普遍的価値」 
Outstanding Universal Value 

 

「真実性」・・・本物かどうか 
 

「完全性」・・・完全な状態で守られているか 
 

遺産を守るための体制をととのえているか 



 

 世界遺産登録件数                                            

（２０１３年６月現在）   
•  

登録数    ９８１件 （日本 １７ ） 

 

•文化遺産  ７５９   （     １３ ） 

•自然遺産  １９３   （      ４ ） 

•複合遺産   ２９   （        ０ ） 
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平成24年1月にユネスコに 
推薦書を提出 
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世界遺産登録は、 

 目的ではなく、 
 

 富士山を守っていくための手段 
 

                  です。  



ご静聴ありがとうございました 

スライド作製にあたり 
 

静岡県・県民部  
 環境局 自然保護室 
 文化学術局 世界遺産推進室 
 

(平成21年現在)  

から写真やスライド等を 
ご提供いただきました。 
記して謝意を表します。 


